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アミロイドーシスに関する調査研究 

 

研究代表者 内木 宏延 福井大学学術研究院医学系部門分子病理学分野 教授 

 

研究要旨 われわれは令和 2～4 年度に及ぶ本研究計画で、(1) 病理コンサルテーション体制を中心とす

るアミロイドーシスの総合的診断体制を運用・発展させること、(2) 改訂診断基準に基づき、令和 3 年

度に予定されている次回難病法改正にあわせ臨床調査個人票を改訂すること、(3) 各病型診療ガイドラ

イン・ケアマニュアルと共に、新規重症度分類を作成すること、(4) 関連学会と連携して AMED 難病プ

ラットフォームによるレジストリ研究を実施し、データを用いた疫学研究等を実施すること、(5) 非専

門医向けセミナーや患者向けの公開講座等、アミロイドーシスの啓発活動を随時実施することの 5 項目

を目指す。今年度の成果を上記目的の番号と対応させて記す。(1) 昨年度より 2 施設多い全国 11 施設で

カスタム抗体を共有し、コンサルテーション体制を運用した。平成 30 年 4 月より令和 4 年 11 月まで

の 56 か月で 6166 件のコンサルテーションを受け付け、プロテオーム解析と合わせ 4778 件の病型を確

定した。月平均コンサルテーション件数も、昨年度集計時と比べ 1.2 倍に増加した。(2) 『臨床調査個

人票』改定案を、令和 4 年 12 月 2 日難病対策課に提出した。(3) 今回の改訂では、重症度分類の改訂は

行わないこととした。(4) 令和 2 年 4 月 1 日より『オールジャパンで行う全身性アミロイドーシスコホ

ート研究 J-COSSA』を開始し、ALアミロイドーシス116症例、ATTRvアミロイドーシス 135症例、ATTRwt

アミロイドーシス 1,297症例、計 1,548症例の登録を終えた。登録数は昨年度集計時の 1.5倍に増加した。

本研究の一部として、トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対するビンダケル処方患者のコホー

ト研究を日本循環器学会と共に実施しており、日本循環器学会認定 113 施設が参加している。(5) 松本

にて「たんぽぽの会」（FAP 患者家族会）をハイブリッド開催した。熊本にて「道しるべの会」（FAP 患

者・家族会）総会・講演会をハイブリッド開催した。AL アミロイドーシス患者・家族向けセミナー「ア

ミロイドーシス治療法の最新情報」をウェブ開催した。公開市民講座「トランスサイレチンアミロイド

ーシス治療と研究の最前線」をウェブ開催した。 

 

研究分担者 

安東由喜雄 長崎国際大学薬学部アミロイドーシ

ス病態解析学分野 教授 

関島良樹   信州大学医学部内科学第三教室（脳 

神経内科、リウマチ・膠原病内科） 

教授 

植田光晴   熊本大学大学院生命科学研究部脳・ 

神経内科学分野脳神経内科学講座  

教授 

島崎千尋   独立行政法人地域医療機能推進機構 

京都鞍馬口医療センター医局  

名誉院長 

飯田真介   名古屋市立大学医薬学総合研究院

（医学）生体総合医療学講座・血液・

腫瘍内科学分野 教授 

小池春樹   国立大学法人東海国立大学機構名古 

屋大学大学院医学系研究科総合医学 

専攻脳神経病態制御学講座神経内科 

学 准教授 

西 愼一   神戸大学大学院医学研究科内科学講 

座腎臓・免疫内科学分野腎臓内科学 

部門 教授 

星野純一   東京女子医科大学医学部腎臓内科学  

教授・基幹分野長 

山田俊幸   自治医科大学医学部臨床検査医学講 

座 教授 
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奥田恭章   道後温泉病院内科 院長 

小野賢二郎 金沢大学医薬保健研究域医学系脳老 

化・神経病態学（脳神経内科学） 

教授 

北岡裕章  高知大学教育研究部医療学系臨床医

学部門老年病・循環器内科学 教授 

田原宣広   久留米大学医学部循環器病センター

内科学講座（心臓・血管内科）教授 

遠藤 仁   慶應義塾大学医学部循環器内科学教

室 専任講師 

大橋健一   東京医科歯科大学大学院医歯学総合

研究科人体病理学分野 教授 

畠山金太   国立循環器病研究センター病理部病 

理診断科 部長 

安部正博   徳島大学大学院医歯薬学研究部血

液・内分泌代謝内科学 教授 

鈴木憲史   日本赤十字社医療センター骨髄腫ア

ミロイドーシスセンター 顧問 

河野 和   熊本大学大学院生命科学研究部血

液・膠原病・感染症内科学講座 助教 

山本 卓   新潟大学医歯学総合病院血液浄化療

法部 病院教授 

坂井健二   上越総合病院神経内科 部長 

 

 

A. 研究目的 

われわれは令和 2～4 年度に及ぶ本研究計画で、

(1) 病理コンサルテーション体制を中心とするア

ミロイドーシスの総合的診断体制を運用・発展さ

せること、(2) 改訂診断基準に基づき、令和 3 年

度に予定されている次回難病法改正にあわせ臨

床調査個人票を改訂すること、(3) 各病型診療ガ

イドライン・ケアマニュアルと共に、新規重症度

分類を作成すること、(4) 関連学会と連携して

AMED 難病プラットフォームによるレジストリ

研究を実施し、データを用いた疫学研究等を実施

すること、(5) 非専門医向けセミナーや患者向け

の公開講座等、アミロイドーシスの啓発活動を随

時実施することの 5 項目を目指す。 

本研究計画は、「難病の患者に対する医療等に

関する法律」（難病法）の求める以下の課題を直

接解決するものであり、厚生労働行政の施策に直

接活用できる成果を期待できると考える。(a) 病

理コンサルテーション体制を中心とするアミロ

イドーシスの総合的診断体制の運用により、正確

な早期診断や、適切な施設での各病型に応じた最

新の診療が可能になる。(b) 臨床調査個人票の改

訂により、指定難病患者の認定を明確かつ容易に

実施できる様になる。(c) アミロイドーシス診断

基準・重症度分類・診療ガイドライン等の公表に

より、アミロイドーシス医療の水準向上（均てん

化）に資することが出来る。(d) 難病プラットフ

ォームによるレジストリ研究により、新規に発症

するアミロイドーシス患者の実態・予後を正確に

把握でき、難病政策を始め、新薬の薬価改定等の

基礎資料を提供できる。(e) 関連学会との連携体

制を構築し、アミロイドーシスの疾患概念、早期

診断、および最新の治療に関し、関連学会や非専

門医、患者、一般国民への普及・啓発を推進でき

る。(f) アミロイドーシス患者ケアマニュアルの

作成等により、患者の療養生活環境整備や QOL

向上に資する事ができる。 

 

B. 研究方法 

【項目番号は研究の目的に対応】 

(1)～(4)の各項目は、第 1 回研究班会議（令和 4

年 8 月 26 日、ウェブ開催）、第 2 回研究班会議（令

和 5 年 3 月 17 日、ウェブ開催）、および各 WG で

随時開催するウェブ会議で議論・決定した。(5)

は研究分担者の関島、植田、鈴木を中心に実施し

た。 

 

（倫理面への配慮） 

(1)に関し、個人情報保護には細心の注意を払っ

た。また、オプトアウトにより対象患者に研究不

参加の機会を与えた。福井大学医学系研究倫理審

査委員会で「病理検体のアミロイドーシス病型診

断コンサルテーション体制の構築」の受審・承認

を得た（令和 4 年 12 月 27 日 Ver.1.8）。これを基

に病理WG各施設で順次倫理審査を受審し承認を

得た。本コンサルテーション体制の精度管理を行

うため、診断総数及び各病型症例数（免疫染色で

確定できずプロテオーム解析を実施した症例を

含む）のみ集計した。このためコンサルテーショ

ン依頼施設での倫理審査は要求しなかった。(4)

に関し、京都大学医の倫理審査委員会で中央倫理
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審査を受審し承認を得た（令和 4 年 9 月 12 日第

8.0 版）。 

 

C. 研究結果 

【項目番号は研究の目的に対応】 

(1) 昨年度より 2 施設多い全国 11 施設（福井、東

京医科歯科、慶應、信州、国立循環器病センター、

山口、熊本、日本医科、京都府立医科、東京女子

医科、東京都健康長寿医療センター）でカスタム

抗体を共有し、コンサルテーション体制を運用し

た。平成 30年 4 月より令和 4年 11 月までの 56 か

月で 6166 件のコンサルテーションを受け付け、

プロテオーム解析と合わせ 4778 件の病型を確定

した。月平均コンサルテーション件数も、昨年度

集計時と比べ 1.2 倍に増加した。 

(2) 『概要、診断基準等』改定案が、指定難病検

討委員会で令和 4 年 5 月 16 日に承認された。これ

に基づき、『臨床調査個人票』改定案を、令和 4 年

12 月 2 日難病対策課に提出した。 

(3) 研究班での議論や厚労省のご指導を踏まえ、

今回の『概要、診断基準等』、『臨床調査個人票』

改訂では、重症度分類の改訂は行わないこととし

た。 

(4) 令和 2 年 4 月 1 日より『オールジャパンで行

う全身性アミロイドーシスコホート研究

J-COSSA』を開始した。登録開始以来、AL アミロ

イドーシス 116症例、ATTRvアミロイドーシス 135

症例、ATTRwt アミロイドーシス 1,297 症例、計

1,548 症例の登録を終えた。登録数は昨年度集計時

の 1.5 倍に増加した。本研究の一部として、トラ

ンスサイレチン型心アミロイドーシスに対するビ

ンダケル処方患者のコホート研究を日本循環器学

会と共に実施しており、12 月現在、日本循環器学

会認定 113 施設が参加している。昨年度集計時は

100 施設であった（令和 3 年 12 月現在）。 

(5) 信州大学脳神経内科（関島良樹班員）が中心

となり、令和 4 年 5 月松本にて「たんぽぽの会」

（FAP 患者家族会）をハイブリッド開催した（参

加者 35 名）。熊本大学神経内科（植田光晴班員）

が中心となり、令和 4 年 7 月熊本にて「道しるべ

の会」（FAP 家族性アミロイドポリニューロパチ

ー患者・家族会）総会・講演会をハイブリッド開

催した（参加者 39 名）。日本赤十字社医療センタ

ー骨髄腫アミロイドーシスセンター（鈴木憲史班

員）が中心となり、令和 4 年 10 月、AL アミロイ

ドーシス患者・家族向けセミナー「アミロイドー

シス治療法の最新情報」をウェブ開催した（参加

者 120 名）。令和 4 年 9 月、AMED 連携 2 課題、

たんぽぽの会、道しるべの会と合同で、公開市民

講座「トランスサイレチンアミロイドーシス治療

と研究の最前線」をウェブ開催した（参加者 67 名）。 

 

D. 考察 

【項目番号は研究の目的に対応】 

(1) われわれの体制は、全国の新規患者を網羅し

た悉皆性の高いコンサルテーション体制であると

判断できる。 

(2) 来年度、『臨床調査個人票』改定案の承認を得

た後、改訂『臨床調査個人票』の運用を開始する

予定である。 

 

E. 結論 

全国 11 施設でカスタム抗体を共有し、コンサ

ルテーション体制を運用した。『臨床調査個人票』

改定案を難病対策課に提出した。『オールジャパ

ンで行う全身性アミロイドーシスコホート研究

J-COSSA』の登録開始以来、AL アミロイドーシ

ス 116 症例、ATTRv アミロイドーシス 135 症例、

ATTRwt アミロイドーシス 1,297 症例、計 1,548 症

例の登録を終えた。松本にて「たんぽぽの会」

（FAP 患者家族会）をハイブリッド開催した。熊

本にて「道しるべの会」（FAP 患者・家族会）を

ハイブリッド開催した。AL アミロイドーシス患

者・家族向けセミナー「アミロイドーシス治療法

の最新情報」をウェブ開催した。公開市民講座「ト

ランスサイレチンアミロイドーシス治療と研究

の最前線」をウェブ開催した。 

 

F. 健康危険情報 

なし。 

 

G. 研究発表 
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Ishizawa K. Isatuximab plus carfilzomib and 

dexamethasone in Japanese patients with relapsed 

multiple myeloma: subgroup analysis of the 

randomized, open label, phase 3 IKEMA study. Jpn J 

Clin Oncol 52(12): 1446-1449, 2022. 

4) Ri M, Suzuki K, Ishida T, Kuroda J, Tsukamoto T, 

Teshima T, Goto H, Jackson CC, Sun H, Pacaud L, 

Fujikawa E, Yeh TM, Hatayama T, Aida K, Sunagawa 

Y, Iida S. Ciltacabtagene autoleucel in patients with 

relapsed/refractory multiple myeloma: CARTITUDE-1 

(phase 2) Japanese cohort. Cancer Sci 113(12): 

4267-4276, 2022. 

5) Dimopoulos MA, Dytfeld D, Grosicki S, Moreau P, 

Takezako N, Hori M, Leleu X, LeBlanc R, Suzuki K, 

Raab MS, Richardson PG, Popa McKiver M, Jou YM, 
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Yao D, Das P, San-Miguel J. Elotuzumab Plus 

Pomalidomide and Dexamethasone for 

Relapsed/Refractory Multiple Myeloma: Final Overall 

Survival Analysis From the Randomized Phase II 

ELOQUENT-3 Trial. J Clin Oncol 41(3): 568-578, 

2022. 

6) Martin T, Richardson PG, Facon T, Moreau P, Perrot 

A, Spicka I, Bisht K, Inchauspé M, Casca F, Macé S, 

Van de Velde H, Suzuki K. Primary outcomes by 

1q21+ status for isatuximab-treated patients with 

relapsed/refractory multiple myeloma: subgroup 

analyses from ICARIA-MM and IKEMA. 

Haematologica 107(10): 2485-2491, 2022. 

7) Sunami K, Ikeda T, Huang SY, Wang MC, Koh Y, 

Min CK, Yeh SP, Matsumoto M, Uchiyama M, Iyama 

S, Shimazaki C, Lee JH, Kim K, Kaneko H, Kim JS, 

Lin TL, Campana F, Tada K, Iida S, Suzuki K. 

Isatuximab-Pomalidomide-Dexamethasone Versus 

Pomalidomide-Dexamethasone in East Asian Patients 

With Relapsed/Refractory Multiple Myeloma: 

ICARIA-MM Subgroup Analysis. ICARIA-MM study 

group. Clin Lymphoma Myeloma Leuk 22(8): 

e751-e761, 2022. 

8) Martin T, Mikhael J, Hajek R, Kim K, Suzuki K, 

Hulin C, Garg M, Quach H, Sia H, George A, 

Konstantinova T, Risse ML, Asset G, Macé S, van de 

Velde H, Moreau P. Depth of response and response 

kinetics of isatuximab plus carfilzomib and 

dexamethasone in relapsed multiple myeloma. Blood 

Adv 6(15): 4506-4515, 2022. 

9) Kim K, Min CK, Koh Y, Ishizawa K, Kim SH, Ito S, 

Tanaka J, Uchiyama M, Kawano Y, Kim JS, Moreau P, 

Martin T, Dong Y, Risse ML, Suzuki K. Isatuximab 

plus carfilzomib and dexamethasone in East Asian 

patients with relapsed multiple myeloma: IKEMA 

subgroup analysis. Int J Hematol 116(4): 553-562, 

2022. 

10) Sekiguchi N, Rai S, Munakata W, Suzuki K, 

Handa H, Shibayama H, Endo T, Terui Y, Iwaki N, 

Fukuhara N, Tatetsu H, Iida S, Ishikawa T, Iguchi D, 

Izutsu K. Two-year outcomes of tirabrutinib 

monotherapy in Waldenström's macroglobulinemia. 

Cancer Sci 113(6): 2085-2096, 2022. 

11) Sanchorawala V, Palladini G, Minnema MC, 

Jaccard A, Lee HC, Gibbs S, Mollee P, Venner C, Lu J, 

Schönland S, Gatt M, Suzuki K, Kim K, Cibeira MT, 

Beksac M, Libby E, Valent J, Hungria V, Wong SW, 

Rosenzweig M, Bumma N, Chauveau D, Gries KS, 

Fastenau J, Tran NP, Qin X, Vasey SY, Weiss BM, 

Vermeulen J, Ho KF, Merlini G, Comenzo RL, 

Kastritis E, Wechalekar AD. Health-related quality of 

life in patients with light chain amyloidosis treated 

with bortezomib, cyclophosphamide, and 

dexamethasone ± daratumumab: Results from the 

ANDROMEDA study. Am J Hematol 97(6): 719-730, 

2022. 

12) Dispenzieri A, Kastritis E, Wechalekar AD, 

Schönland SO, Kim K, Sanchorawala V, Landau HJ, 

Kwok F, Suzuki K, Comenzo RL, Berg D, Liu G, 

Kumar A, Faller DV, Merlini G. A randomized phase 3 

study of ixazomib-dexamethasone versus physician's 

choice in relapsed or refractory AL amyloidosis. 

Leukemia 36(1): 225-235, 2022. 

13) Ozaki S, Handa H, Koiso H, Saitoh T, Sunami K, 

Ishida T, Suzuki K, Narita T, Iida S, Nakamura Y, 

Suzuki K, Nishimura N, Murakami H, Shimizu K. 

Propensity-score matched analysis of the efficacy of 

maintenance/continuous therapy in newly diagnosed 

patients with multiple myeloma: a multicenter 

retrospective collaborative study of the Japanese 

Society of Myeloma. J Cancer Res Clin Oncol 148(1): 

191-203, 2022. 

 

河野 和 

1) Kawano Y, Hata H, Takashio S, Tsujita K, Ueda M, 

Matsuoka M. Daratumumab, lenalidomide and 

dexamethasone in newly diagnosed systemic light 

chain amyloidosis patients associated with multiple 

myeloma. Br J Haematol 198(3): e38-e41, 2022. 

2) Tokai T, Takashio S, Kawano Y, Kidoh M, Oda S, 

Matsuoka M, Tsujita K. Assessing the treatment effect 

of daratumumab by serial measurements of cardiac 

biomarkers and imaging parameters in light-chain 

cardiac amyloidosis. J Cardiol Cases 26(4): 301-304, 

2022. 

3) Kidoh M, Oda S, Takashio S, Hirakawa K, Kawano 
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Y, Shiraishi S, Hayashi H, Nakaura T, Nagayama Y, 

Funama Y, Ueda M, Tsujita K, Hirai T. CT 

extracellular volume fraction versus 

myocardium-to-lumen signal ratio for cardiac 

amyloidosis. Radiology 306(3): e220542, 2023. 

 

山本 卓 

1) Kitabayashi K, Yamamoto S, Narita I. Association 

of the nutritional risk index for Japanese hemodialysis 

with mortality and dietary nutritional intake in patients 

undergoing hemodialysis during long-term 

hospitalization. Clin Exp Nephrol 26(12): 1200-1207, 

2022. 

2) Shirai N, Yamamoto S, Osawa Y, Tsubaki A, 

Morishita S, Narita I. Dysfunction in dynamic, but not 

static balance is associated with risk of accidental falls 

in hemodialysis patients: a prospective cohort study. 

BMC Nephrol 23(1): 237, 2022. 

3) Kitabayashi K, Yamamoto S, Narita I. Magnesium 

intake by enteral formulation affects serum magnesium 

concentration in patients undergoing hemodialysis. 

Ther Apher Dial 26(4): 749-755, 2022. 

4) Yamamoto S, Bieber BA, Komaba H, Hanafusa N, 

Kitabayashi H, Nomura T, Cases A, Combe C, Pisoni 

RL, Robinson BM, Fukagawa M. Medical Director 

Practice of Advising Increased Dietary Protein Intake 

in Hemodialysis Patients With Hyperphosphatemia: 

Associations With Mortality in the Dialysis Outcomes 

and Practice Patterns Study. J Ren Nutr 32(2): 243-250, 

2022. 

5) 羽深 将人, 山本 卓, 内木 宏延, 山本 格, 成

田 一衛. プロテオーム解析. 日本腎臓学会誌 

64(8): 863-867, 2022. 

6) 山本 卓. 慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異

常（血管石灰化、アミロイド骨関節症を含む）. 今

日の治療指針 64: 640-643, 2022. 

7) 山本 卓, 成田一衛. 高齢腎不全患者の特徴、臨

床像. 腎臓内科 15(4): 393-396, 2022. 

11) 山本 卓. 慢性腎臓病と透析. 内科 1129(6): 

1311-1315, 2022. 

8) 山本 卓. 尿毒症症候群. 別冊日本臨牀領域別

症候群シリーズ 25 腎臓症候群. 日本臨牀社, 東

京, 32-36, 2022.  

9) 山本 卓. CKD・透析患者の骨折とその対策. 日

本透析医会雑誌 37(1): 25-28, 2022.  

10) 山本 卓, 成田 一衛. 高齢腎不全患者の特徴、

臨床像. 高齢腎不全患者のための保存的腎臓療

法: 83-87, 2022.  

11) 山本 卓, 伊藤 由美. アミロイド腎症. 腎疾患

・透析最新の治療 2023-2025. 山縣 邦弘, 南学 正

臣（編）, 南江堂, 141-143, 2022. 

 

坂井健二 

1) Hikishima S, Sakai K, Akagi A, Yamaguchi H, 

Shibata S, Hayashi K, Nakano H, Kanemoto M, Usui Y, 

Taniguchi Y, Komatsu J, Nakamura-Shindo K, Nozaki 

I, Hamaguchi T, Ono K, Iwasa K, Yamada M. 

Deterioration after liver transplantation and 

transthyretin stabilizer administration in a patient with 

ATTRv amyloidosis with Leu58Arg (p.Leu78Arg) 

TTR variant. Intern Med 61: 2347-2351, 2022. 

2) Yamaguchi H, Kawahara H, Kodera N, Kumaki A, 

Tada Y, Sakai K, Ono K, Yamada M, Hanayama R. 

Extracellular vesicles contribute to the metabolism of 

transthyretin amyloid in hereditary transthyretin 

amyloidosis. Front Mol Biosci 9: 839917, 2022. 

3) Noguchi-Shinohara M, Hamaguchi T, Sakai K, 

Komatsu J, Iwasa K, Horimoto M, Nakamura H, 

Yamada M, Ono K. Effects of Melissa officinails 

extract containing rosmarinic acid on cognition in 

older adults without dementia: a randomized 

controlled trial. J Alzheimers Dis 91: 805-814, 2023. 

4) Sakai K, Noguchi-Shinohara M, Tanaka H, Ikeda T, 

Hamaguchi T, Kakita A, Yamada M, Ono K. 

Cerebrospinal fluid biomarkers and amyloid β 

elimination from the brain in cerebral amyloid 

angiopathy-related inflammation. J Alzheimers Dis 91: 

1173-1183, 2023. 

5) Shima A, Sakai K, Yamashita F, Hamaguchi T, 

Kitamoto T, Sasaki M, Yamada M, Ono K. Vacuoles 

related to tissue neuron-astrocyte ratio and infiltration 

of macrophages/monocytes contribute to hyperintense 

brain signals on diffusion-weighted magnetic 

resonance imaging in sporadic Creutzfeldt-Jakob 

disease. J Neurol Sci 447: 120612, 2023. 

6) 坂井 健二. 脳アミロイドアンギオパチー: 最

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E5%B1%B1%E7%B8%A3%E9%82%A6%E5%BC%98&text=%E5%B1%B1%E7%B8%A3%E9%82%A6%E5%BC%98&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E5%8D%97%E5%AD%A6%E6%AD%A3%E8%87%A3&text=%E5%8D%97%E5%AD%A6%E6%AD%A3%E8%87%A3&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E5%8D%97%E5%AD%A6%E6%AD%A3%E8%87%A3&text=%E5%8D%97%E5%AD%A6%E6%AD%A3%E8%87%A3&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
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近のトピックス. 老年期認知症会誌 23: 81-87, 

2022 

7) 坂井 健二. 認知症の病理学. 脳神経内科 98: 

155-163, 2023. 

8) 坂井 健二, 山田 正仁. 免疫グロブリン性アミ

ロイドーシスによるニューロパチー. 神田 隆編, 

末梢神経障害-解剖生理から診断, 治療, リハビリ

テーションまで. 医学書院, 東京,  

289-293, 2022. 

 

2. 学会発表 

内木宏延 

1) Naiki H. The real-world data of systemic 

amyloidosis in Japan: Evidence obtained by the 

nation-wide consultation for the typing diagnosis of 

amyloidosis. 第 6 回京都生体質量分析研究会国際

シンポジウム・国際質量分析イメージングシンポ

ジウム 2023 京都, 京都, 1,30-31, 2023. 

2) 池田 善彦, 岡田 厚, 雨宮 妃, 松本 学, 大郷 

恵子, 内木 宏延, 畠山 金太. 心アミロイドーシ

ス診断のピットフォール. 第 111 回日本病理学会

総会（心筋生検 Up to Date）, 神戸市, 4,14-16, 2022. 

3) 川口 樹里, 有馬 直輝, 越智 友梨, 馬場 裕一,

久保 亨, 山崎 直仁, 内木 宏延, 北岡 裕章. 左室

肥大を認めない心アミロイドーシスの一例. 第 9

回日本アミロイドーシス学会学術集会, 神戸市, 

10,16, 2022. 

4) 内木 宏延. ヒトアミロイドーシス発症の分子

機構. 第 101 回福井県医学会総会, 福井市, 6,19, 

2022. 

 

安東由喜雄 

1) 安東由喜雄. 21 世紀の疾患：トランスサイレチ

ンアミロイドーシスの診断・治療の最新の知見.  

第 145 回県北神経懇談会, 佐世保, 1,24, 2023. 

2) 安東由喜雄. 21 世紀の病気：検査医学のアミロ

イドーシスの診断・病態解析・治療への貢献. 第

69回日本臨床検査医学会学術集会, 栃木, 11,17-20, 

2022. 

3) 安東由喜雄. ATTRvアミロイドーシス診断と治

療の最前線. Alnylam ATTR アミロイドーシス Web

セミナー関西, 大阪, 11,7, 2022. 

4) 安東由喜雄, FAP といわれた時代から ATTRv

にいたる研究・診療の変遷. AMED 講演会, web, 

9,23, 2022. 

5) Ando Y. Guidelines and new directions in the 

therapy and monitoring of ATTRv amyloidosis.  

Webinar of International Amyloidosis Society, 

Heidelberg, Germany, web, 9,4-8, 2022. 

 

関島良樹 

1) 関島 良樹. アルツハイマー病以外の疾患に対

するPiB-PETの有用性. 第14回関東脳核医学研究

会-KBNM -,Web, 3,12, 2022. 

2) 関島 良樹. 早期治療介入を見据えた病態理解

と診断のポイント. 第 63 回日本神経学会学術大

会, 東京, 5,18, 2022. 

3）関島 良樹. ATTR アミロイドーシスの最新の治

療戦略. 第 63 回日本神経学会学術大会, 東京, 

5,19, 2022. 

4) 関島 良樹. ATTR アミロイドーシスの病理･病

態に迫る―QOL･生命予後改善を目指して―. 第

63 回日本神経病理学会総会学術研究会, 京都, 

6,26, 2022. 

5) 関島 良樹.これからの ATTRv アミロイドーシ

ス診療を考える. 第 9 回日本アミロイドーシス学

会学術集会, 神戸市, 10,16, 2022. 

6) 関島 良樹. アミロイドーシスの最新医療. 第

75 回日本自律神経学会総会, さいたま市, 10,27, 

2022. 

7) 関島 良樹. 遺伝性 ATTR アミロイドーシス治

療の最前線. 第 40 回日本神経治療学会学術集会,

郡山市, 11,4, 2022. 

8) Katoh N, Oguchi K, Mochizuki Y, Takahashi Y, 

Ueno A, Takasone K, Sekijima Y. Reduction of 

cardiac AL amyloid deposition after complete 

response visualized by PiB-PET imaging. XVⅢ 

International Symposium On Amyloidosis, Heidelberg, 

Germany, 9,4-8, 2022. 

9) Katoh N, Yoshinaga T, Yazaki M, Kusaba T, 

Yamano T, Miyagawa-Hayashino A, Sekijima Y. 

Siblings with a novel type of amyloid neuropathy, 

hereditary Aβ2M amyloid neuropathy: Report of the 

second family in the world. XVⅢ International 

Symposium On Amyloidosis, Heidelberg, Germany, 

9,4-8, 2022. 

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%93%E0%96%D8%8DG%89%84%5d/AU
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10) Takahashi Y, Oguchi K, Mochizuki Y, Takasone K, 

Ezawa N, Matsushima A, Katoh N, Yazaki M, 

Sekijima Y. Progression and distribution pattern of 

cerebral amyloid angiopathy in hereditary ATTR 

amyloidosis patients visualized by 11C-PiB-PET 

imaging. XVⅢInternational Symposium On 

Amyloidosis, Heidelberg, Germany, 9,4-8, 2022. 

11) 高曽根 健, 望月 祐介, 髙橋 佑介, 中尾 聡,

上野 晃弘, 吉長 恒明, 加藤 修, 矢崎 正英, 亀

谷 富由樹, 関島 良樹. 手根管および末梢神経検

体におけるアミロイドーシス病型診断. 第 63 回

日本神経学会学術大会, 東京, 5,18-21, 2022. 

12) 加藤 修明, 吉長 恒明, 矢崎 正英, 草場 哲

郎, 山野 哲弘, 宮川 文, 関島 良樹. 新たなる遺

伝性アミロイドニューロパチー病型: Aβ2M アミ

ロイドーシス兄弟例. 第 63 回日本神経学会学術

大会, 東京, 5,18-21, 2022. 

10) 星野 優美, 小平 農, 大橋 信彦, 森田 洋, 関

島 良樹. 低域遮断フィルター設定が FAP 患者の

下肢遠位部複合筋活動電位の持続時間に与える

影響. 第 63 回日本神経学会学術大会, 東京, 

5,18-21, 2022. 

11) Sekijima Y, Adams D, Tournev IL, Taylor MS, 

Coelho T, Plante-bordeneuve V, Berk JL, 

Gonzalez-duarte A, Gillmore JD, Low SC, Obici L, 

Chen C, Badri P, Arum SM, Vest J, Polydefkis M. 

HELIOS-A: Study of Vutrisiran in Patients with 

Hereditary transthyretin-madiated(hATTR) 

Amyloidosis. 第 63回日本神経学会学術大会, 東京, 

5,18-21, 2022. 

12) 中村 勝哉, 石川 真澄, 黄瀬 恵美子, 小島 

朋美, 佐久 彰子, 古庄 知己, 関島 良樹. 遺伝性

神経疾患における発症前診断～トランスサイレ

チン型遺伝性アミロイドーシスを中心に～. 第 46

回日本遺伝カウンセリング学会学術集会, 東京, 

7,1-3, 2022. 

13) 加藤 修明, 吉長 恒, 矢崎 正英, 草場 哲郎,

山野 哲弘, 宮川 文, 関島 良樹. 遺伝性アミロイ

ドニューロパチーの新病型「遺伝性 Aβ2M アミロ

イドニューロパチー」の兄弟例：世界 2 家系目の

報告. 第 33 回日本末梢神経学会学術集会, 東京, 

9,9-10, 2022. 

14) 望月 祐介, 加藤 修, 矢崎 正英, 中川 沙織,

関島 良樹. 遺伝性 ATTR（ATTRv）アミロイドー

シス患者の難治性下痢に対するコレスチミドの

有効性・安全性の評価. 第 9 回日本アミロイドー

シス学会学術集会, 神戸市, 10,16, 2022. 

15) 髙橋 佑介, 小口 和浩, 望月 祐介, 高曽根 

健, 江澤 直樹, 松嶋 聡, 加藤 修明, 矢崎 正英, 

関島 良樹. ATTR 型脳アミロイドアンギオパチー

の臨床的特徴およびアミロイド沈着の分布と進

展. 第 9 回日本アミロイドーシス学会学術集会, 

神戸市, 10,16, 2022. 

16) 高橋 佑介, 小口 和浩, 望月 祐介, 高曽根 

健, 江澤 直樹, 松嶋 聡, 加藤 修明, 矢崎 正英, 

関島 良樹. ATTR 型脳アミロイドアンギオパチー

の臨床的特徴およびアミロイド沈着の分布と進

展. 第 41 回日本認知症学会学術集会/第 37 回日本

老年精神医学会合同開催, 東京, 11,25-27, 2022. 

 

植田光晴 

1) Ueda M, Tasaki M, Nomura T, Yamakawa S, 

Misumi Y, Yamashita T, Obayashi K, Ando Y. 

Diagnostic and therapeutic center for amyloidosis at 

Kumamoto University. XVIII International 

Symposium on Amyloidosis. Heidelberg, Germany, 

9,4-8, 2022. 

2) 植田 光晴. 遺伝性トランスサイレチンアミロ

イドーシス治療の最前線. シンポジウム「代謝

性・遺伝性末梢神経障害治療の最前線」, 第 63 回 

日本神経学会学術大会, 東京, 5,18-21, 2022. 

 

島崎千尋 

1) Suzuki K, Kastritis E, Kim K, Merlini G, Palladini 

G, Wechalekar AD, Jaccard A, Dispenzieri A, 

Sanchorawala V, Gibbs SD, Mollee P, Venner CP, 

Schönland S, Lu J, Shimazaki C, Kim JS, Ikezoe T, 

Min CK, Zhou F, Cai Z, Chen X, Iida S, Katoh N, 

Fujisaki T, Shin HJ, Tran NP, Qin X, Vasey SY, 
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第 9 回日本アミロイドーシス学会学術集会. 神戸

市, 10,16, 2022. 
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8) 柴田 修太郎, 野崎 一朗, 小野 賢二郎. 

Logopenic 型進行性失語を呈した Alzheimer 病の 1

例. 第 163 回日本神経学会東海北陸地方会, WEB, 

7,9, 2022. 
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11) 坂井 健二, 篠原 もえ子, 田中 英智, 池田 篤

平, 濵口 毅, 柿田 明美, 山田 正仁, 小野 賢二郎. 
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心アミロイドーシスにおける III 音、IV 音聴取の

臨床的意義. 第 70 回日本心臓病学会学術集会

（Physical Examination を学ぶ 第 3 部「Physical か
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学術集会, 徳島, 7,31, 2022. 
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   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
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４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 
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□   ■ □ □ 
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□   ■ □ □ 
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当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 
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 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）大学院生命科学研究部・教授 

  （氏名・フリガナ）植田 光晴 ･ ウエダ ミツハル 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 熊本大学、京都大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 ３ 月 １８ 日 

国立保健医療科学院長 殿 

機関名 独立行政法人地域医療機能推進機構京都鞍馬口医療センター 

所属研究機関長 職 名 院 長 

氏 名 水野 敏樹 

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 医局・名誉院長 

  （氏名・フリガナ） 島崎 千尋・シマザキ チヒロ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 京都大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 





令和５年３月２３日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 国立大学法人東海国立大学機構 

   所属研究機関長 職 名 名古屋大学大学院医学系研究科長 

氏 名   木村 宏 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 名古屋大学大学院医学系研究科・准教授 

 （氏名・フリガナ） 小池 春樹・コイケ ハルキ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 名古屋大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 ５年 ４月 １０日 
国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 国立大学法人神戸大学 

   所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 藤澤 正人  

   次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院医学研究科・教授 

 （氏名・フリガナ） 西 愼一・ニシ シンイチ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 熊本大学臨床研究審査委員会 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 ３ 月 １５ 日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 東京女子医科大学 

   所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 丸 義朗 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）  腎臓内科学・教授・基幹分野長 

 （氏名・フリガナ）  星野 純一 ・ ホシノ ジュンイチ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 

日本透析医学会倫理審査委員

会 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年３月６日 

国立保健医療科学院長 殿 

機関名 自治医科大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 永井 良三 

 次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部 ・ 教授 

  （氏名・フリガナ） 山田 俊幸 （ヤマダ トシユキ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□  ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 5 年 3 月 7 日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 道後温泉病院 

   所属研究機関長 職 名 院長 

氏 名 奥田 恭章 

   次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業  

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 内科・院長 

 （氏名・フリガナ）  奥田 恭章 （オクダ ヤスアキ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□  ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■（無の場合はその理由： 検討、作成中 ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関： 福井大学 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 5 年 4 月 3 日 
 国立保健医療科学院長 殿 

機関名 国立大学法人金沢大学 

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 和田 隆志

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

１．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）  医薬保健研究域医学系・教授

（氏名・フリガナ）  小野 賢二郎・オノ ケンジロウ

４．倫理審査の状況

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□  ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和５年２月９日 
国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 高知大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

 氏 名 櫻井 克年 

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 教育研究部医療学系臨床医学部門・教授 

  （氏名・フリガナ） 北岡 裕章・キタオカ ヒロアキ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□  ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年３月８日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 久留米大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 内村 直尚 

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 循環器病センター・教授 

  （氏名・フリガナ） 田原 宣広・タハラ ノブヒロ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■ ■ 久留米大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年３月３１日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 慶應義塾大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 伊藤 公平 

 次の職員の令和 ４ 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名 難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）医学部・専任講師 

  （氏名・フリガナ）遠藤 仁・エンドウ ジン 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 
未審査（※

2）

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
■  □ ■ 京都大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：     ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

信濃町-5045



令和５年 3 月  30 日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 国立大学法人東京医科歯科大学 

   所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 田中 雄二郎 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院医歯学総合研究科 教授 

 （氏名・フリガナ） 大橋 健一・オオハシ ケンイチ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 東京医科歯科大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 ４月 ３日 

国立保健医療科学院長 殿 
 国立研究開発法人 

 機関名国立循環器病研究センター 

所属研究機関長 職 名 理事長 

氏 名 大津 欣也 

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 病院病理部・部長 

  （氏名・フリガナ） 畠山 金太・ハタケヤマ キンタ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 福井大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 3月  18日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 徳島大学 

   所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 河村 保彦 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院医歯薬学研究部 教授 

 （氏名・フリガナ） 安倍 正博・アベ マサヒロ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 徳島大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年5月10日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 日本赤十字社医療センター 

   所属研究機関長 職 名 院長 

氏 名 中島 淳 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）  骨髄腫アミロイドーシスセンター・顧問 

 （氏名・フリガナ） 鈴木 憲史（スズキ ケンシ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 
未審査（※

2）

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
■  □ ■ 日本赤十字社医療センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 ３月 １７日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 国立大学法人熊本大学 

所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 小川 久雄 

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院生命科学研究部・助教 

  （氏名・フリガナ） 河野 和 ・ カワノ ヤワラ 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有 無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□  ■ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□  ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：  ） 
□  ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年３月１５日 

国立保健医療科学院長 殿 

 機関名 国立大学法人新潟大学 

   所属研究機関長 職 名 学長 

氏 名 牛木 辰男 

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名） 血液浄化療法部・病院教授 

 （氏名・フリガナ） 山本卓・ヤマモトスグル 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
□ ☑ □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ☑ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□ ☑ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□ ☑ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ☑   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☑ 無 □（無の場合は委託先機関：  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ☑（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 3 月 24 日 

国立保健医療科学院長 殿 

機関名 新潟県厚生農業協同組合連合会 
  上越総合病院 

   所属研究機関長 職 名 病院長 

氏 名 篭島 充  

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業 

２．研究課題名 アミロイドーシスに関する調査研究 

３．研究者名  （所属部署・職名）  神経内科 部長 

 （氏名・フリガナ）  坂井 健二 （サカイ ケンジ） 

４．倫理審査の状況 

該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み 審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■  □ ■ 上越総合病院 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  ■ □ □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
□   ■ □ □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称： ） 
□   ■ □ □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■（無の場合はその理由： 検討、作成中  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関： 福井大学 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

 ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


